
立命館大学法科大学院に
おける臨床系科目の実践

2024年12月20日

中央教育審議会 法科大学院等特別委員会

立命館大学法科大学院

教授 中山 布紗

araki-m
スタンプ



立命館大学法科大学院の人材育成目的と臨床科目の概要

●立命館大学の人材育成目的（抜粋）

「豊かな人間性と国際的視野を持ち、市民的感覚にあふれた
「地球市民法曹」を養成し、社会の発展と文化の進展に寄与する」

1教育内容フロー | 教育内容 | 法科大学院 法務研究科 法曹養成専攻 | 立命館大学 より

・臨床科目の対象年次は未修者３年次及び
既修者２年次

・以下の３科目のうちいずれか１科目を履修
し単位取得をすることが修了要件の１つ
①エクスターンシップ
②リーガルクリニックⅠ（舞鶴法律相談）
③リーガルクリニックⅡ（女性と人権）

https://www.ritsumei.ac.jp/lawschool/education/


臨床科目開講時期（科目の配置）
↳在学中受験スタート前後で変更なし
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●臨床科目を選択必修として位置づけ、主に最終学年前期（夏期）
に配置する理由

法曹として実際に活躍する現場を司法試験合格前の早い段階

で院生に体験させることが、大学院生にとって学習を進める上で
大きな刺激になることを期待するとともに、将来の進路希望を具
体的かつ現実的に考えさせる機会の提供になる。

以前は臨床科目に時間を割くことに否定的な態度を示す学生も

一定数いたが、コロナ禍や司法試験の時期の変更・在学中受験
の導入を経て、臨床科目が学習の動機付けとして機能している。

近年はエクスターンシップを学部生の段階で経験する者も多い
ことから、エクスターンシップを選択する者が40％、リーガルクリ
ニックを選択する者が60％程度。



各臨床科目の趣旨・科目概要
①エクスターンシップ
●目的

法律実務家を養成する大学院では、教室での講義や演習などで
身につけた法律実務の基礎知識が実際の社会の中でどのように
運用されているのかを実地に学ぶことが必要である。エクスターン
シップでは、実際に法律運用の現場に身を置き、実務家の仕事を
見ながら、実務の要領を体験的に学ぶことを目的とする。
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●実習先

弁護士事務所（大学斡旋・自己開発）／法テラス／地方公共団体
／企業法務。

●開講時期

春期（３回生に進級する直前の春期休暇中である２月～３月）ま
たは夏期（夏季休暇中である９月中）に集中あるいは通算して２週
間（実働で６０時間以上）。



①エクスターンシップ
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学生の履修登録・
志望理由書提出

学生との面談

学内委員会での
マッチング

決定・派遣

• 教員が、学生１人あたり30分程度をかけて面談を行う。

• 志望動機に加え、興味関心や将来携わりたい業務内容
を聞き取る。

• 学生はエクスターンシップかリーガルクリニック（後述）を
選択。

• 特定の分野（例：知財・独禁法等）を専門としたい意欲が
ある学生はエクスターンシップを希望する傾向にある。

• 実務家教員を中心に組織された学内委員会において、エ
クスターンシップを受け入れ可能な法律事務所・企業等と
のマッチングを行う。

• 実務家教員の多くは京都弁護士会・大阪弁護士会所属
であり、多くの受入れ先の魅力・強みを把握していること
から、学生の志望動機や興味関心等に応じた法律事務
所・企業等をマッチングできるよう工夫ができる。



エクスターンシップ派遣先（2024年度実績）
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時期 種別 派遣先 所在地

春期
（計４名）

弁護士事務所
（４名）

Kollectプラス法律事務所 京都府

京都みらい法律事務所 京都府

梅田総合法律事務所 大阪府

ルクス法律事務所 大阪府

夏期
（計15名）

弁護士事務所
（10名）

京都第一法律事務所 京都府

Kollect京都法律事務所 京都府

Kollectプラス法律事務所 京都府

中隆志法律事務所 京都府

後藤・しんゆう法律事務所 大阪府

今井孝直法律事務所 大阪府

弁護士法人大江橋法律事務所 大阪府

野村総合法律事務所 大阪府

堂島総合法律事務所 大阪府

弁護士法人関西法律特許事務所 大阪府

自治体
（１名）

豊中市総務部法務・コンプライアンス課 大阪府

法テラス
（４名）

法テラス滋賀法律事務所 滋賀県

法テラス多摩法律事務所 東京都

法テラス群馬法律事務所 群馬県

法テラス群馬法律事務所 群馬県
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各臨床科目の趣旨・科目概要
②リーガルクリニック

●目的
法律相談にあらわれる生の紛争案件を素材として、①事情聴取

の方法、②法的な事実整理と法的構成・主張の検討、③法的対応
方針の選択・検討等を通じて、実体法のみならず手続法の観点を
も含めた総合的な法的判断と問題の解決能力を養成するとともに、
相談依頼者に対する説明の力も修得する。

●実習先
京都府舞鶴市（リーガルクリニックⅠ）
学内リーガルクリニック室・滋賀県大津市（リーガルクリニックⅡ）

●学内予算（年単位）
Ⅰは80万円・Ⅱは140万程度。



リーガルクリニック 相談者・受講者数
2005年度から2024年度までの相談者累計－Ⅰ1026人・Ⅱ486人
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年度 相談者 受講者

2024 47人 24人

2023 40人 24人

2022 52人 23人

2021 33人 23人

2020 41人 13人

年度 相談者 受講者

2024 19人 8人

2023 23人 10人

2022 22人 13人

2021 23人 11人

2020 23人 12人



②リーガルクリニックⅠ（舞鶴法律相談）
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 京都府舞鶴市において、法律相談を実施する科目。舞鶴市の協
力を得て法科大学院設立当初から続いている。2005年度以降現
在までのべ1000件近くの相談に対応している。

 相談は例年、９月初旬～中旬の土曜日・
日曜日（１泊２日）に行う。学生１チームあ
たり合計５～６件の相談を担当。事前研
修（守秘義務講座、マナー講座、よくある
相談事例に関する講義、ロイヤリング）お
よび事後研修を別途実施する。

 舞鶴市に所在する法律事務所の弁護士
（法科大学院OB）を中心に、弁護士をメン
ターとして、依頼者の相談に応じる。



リーガルクリニックⅠ 相談者の声

・話すことで、問題がクリアになりました。冷静に、考えるきっかけにもな
りました。一個人のくだらない問題に付き合っていただき、お時間をい
ただき、助かりました。ありがとうございます。また、1対1ではなく、学
生も同席いただけて、色々な人に話を聞いてもらえる安心感がありま
した。 

・気軽に申し込ませて頂けて良かった。若い方が今後先生抜きで自信
を持って現場に出られる日が来る為のお役に立てたなら嬉しいです。

・あきらめるしかないと思っていたので良かった。少しは未来が見えた。
これからの流れについて知れた。

・常に生活の中に色々問題が起きてくるがこの様な相談窓口があれば
大安心です。いつも何かに関心を持ち生活があるのですが何かにつ
まづくかも解らず恐いなと思っていましたがそれも吹き飛んでしまい
ホッとしています。接して頂く態度もやさしく柔らかくとても嬉しかった
です。大変有難うございました。今後のご活躍を期待しています。
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リーガルクリニックⅠ 学生の声

・自分がいつも勉強している内容はあくまで紙の上の議論なのだなと
実感した。実務の内容だから、司法試験には出ないから、という理
由でロースクールで学ぶ機会を失わないようにこれからますますが
んばろうと感じた。

・目の前の困った人を助けたいというこの気持ちを忘れず勉強に励も
うと思います。

・いつも問題で紙の上にいる相談者と実際に対面して、目の前にいる
相談者さんを助けたい、安心させたいという思いが強くなりました。
今回は実習だったので、横に先生がついて下さり、心強い班のメン
バーがいたので助かりましたが、弁護士になった後1人で答えられ
るかな、ということを考えました。相談者に安心感を与えられるよう
に、もっと勉強すべきだと感じ、モチベーションになりました。
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③リーガルクリニックⅡ（女性と人権）

立命館大学朱雀キャンパスリーガルクリニック室・滋賀県大津市に
て法律相談を行う科目。完全予約制で院生２～３人と実務家協力
弁護士とチームを組み法律相談を行う。離婚問題やDV、児童虐待、
雇用差別等、女性の人権が特に問題となるような事案について
2005年度以降現在までのべ500件近くの相談に対応している。

理論と実務の架橋を重視する取組の一環として、基礎法学・隣接
科目（「ジェンダーと法」）に対応する臨床科目として開講している。
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法律相談は８月下旬～９月下旬の
日曜日に計４日（うち１回は大津市）、
１チームあたり１日１～２件の相談
を担当。事前研修（守秘義務講座、
マナー講座を含む）および事後研修
を別途実施する。

履修者の男女比は年によって変動
するが、男女どちらかのみに偏った
ことはない。



リーガルクリニックⅡ 相談者の声

・相談をする窓口がわからず、また法律となると勇気がいったので、
大変助かりました。

・自分が次にどのような手続きや行動をすれば良いのか、理解でき
ました。

・疑問点が法律的にどうなのか明確になりとても勉強になりました。
法科大学院の学生さんも今後のご活躍を期待しています。

・とても貴重な時間となり、今後の生活する中で新たな策はある事を
知り行動してみようと前向きな気持ちになれました。ご親切に色々と
お話いただきましてありがとうございました。
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・相談者の話を聞きながら事実を整理して、法的問題に対するアドバ
イスが出来たのは貴重な体験だった。また、いかに相談者を傷付け
ないように、説得的かつ優しくアドバイスをする方法もある程度学ぶ
ことができたと実感できた。

・色んな弁護士の話を聞けたこと、弁護士によっての様々な対応の
違いを見れたことが良い経験になった。

・実務家の先生から、現実の相談をふまえての対応のレクチャーを
受けることで実務家を志望することへの意欲が出た。

・法的アドバイスをするために、どの情報に注目し、どのような事実を
聞き出さなければならないのかを瞬時に考える力をつけることがで
きた。

・相談者が何を知りたいのか、どのような解決を望んでいるのかを読
みとる訓練ができた点

・家族法への苦手意識がなくなった。
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リーガルクリニックⅡ 学生の声



学生への指導について

14

守秘義務の順守については、特に厳しく指導をしている。臨床科
目受講者は、事前に「法曹倫理」等の科目を学習し、守秘義務講
座の受講や研修要項の説明を受け、職務上の倫理や守秘義務を
順守する旨の「誓約書」を提出する。

⇒エクスターンシップおよびリーガルクリニックを受講するにあた

り、守秘義務講座とマナー講座の受講を必須としている。

臨床科目の履修にあたって、学生自身が人生経験の不足や自信
のなさを訴えることもあるが、「（まだ）法曹有資格者でない、何者
でもない自分が他者を助けられるか？」という視点があるからこそ、
依頼者の相談をより丁寧に傾聴できるはずである。自らの無力さ
や経験のなさに向き合うのはよいことであると伝えている。



今後の展望

15

近年、インハウス・ローヤーを目指す学生が増えており、企業法務
を経験したいという動機でエクスターンシップを希望する者も多い
ことから、ニーズに対応した派遣先を充実させるべく、受け入れ企
業の数を増やすことが喫緊の課題である。

在学中受験が始まり司法試験受験日程が7月になったことから、エ
クスターンシップは司法試験受験後に実習できる夏期（9月）を希
望する者が圧倒的に多い。春期（2月・3月）に実施することの意義
を再度検討しつつ、夏期に多くの学生を弁護士事務所に送り出す
体制を整える必要がある。

リーガルクリニックⅡでは、心理・教育相談センターと連携している
が、現時点においては、相談者に対して学内のカウンセリング
ルーム利用の案内をするに留まっている。今後は、法律相談時に、
弁護士だけでなく心理カウンセラーも同席していただく等、より強
固な連携を図りたい。
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